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AAFC 資料     優秀録音の紹介 1939～1962 年           清水 俊一 

 

                                                             2024/10/13 

 

1. モーツァルト：もう飛ぶまいぞ！恋の蝶々     歌劇｢フィガロの結婚｣より   3:42 

    ゲルハルト・ヒュッシュ（Gerhard Husch, 1901 年 2 月 2 日 - 1984 年 11 月 21 日） 

      ゲルハルト・ヒュッシュの遺産 第 9 集「オペラ・アリア集」SGR-8125 

   録音：1939 年 4 月 SP からのダビング / HMV の 202 で聴いた経験あり 

 

2.   ゾルタン・コダーイ：無伴奏チェロソナタ Op.8 第 1 楽章         8:38 

     ヤーノシュ・シュタルケル（vc) 

         録音：1948 年  ニューヨーク           PHLIPS 422 302-2 

      ピーター・バルトークによる録音  ”松ヤニが飛び散るような音” 

 

3. セザール・フランク：交響曲 ニ短調 第 3 楽章                        10:43 

      ヴィルヘルム・フルトヴェングラー(指揮)ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 

      録音：1953 年 12 月 14 日、15 日 ウィーン、ムジークフェラインザール 

                                DECCA 417 287-2 

        フルトヴェングラーが残した録音の中で最も音質が良いと言われている 

 

4.   リヒャルト・シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」 Part1. 英雄      4:18 

       フリッツ・ライナー(指揮)シカゴ交響楽団 

      録音：1954 年 3 月 6 日   シカゴ オーケストラ・ホール      SICC-1803 

       RCA による最初のステレオ録音 
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5.  ヴィラ＝ロボス：カイピラの小さな汽車（ブラジル風バッハ第 2 番）        4:33 

         ユージン・グーセンス(指揮)ロンドン交響楽団 

   録音時期：1958 年 8 月 

   録音場所：ロンドン、ウォルサムストウ・アセンブリー・ホール 

       オリジナル３５ミリ磁気フィルム使用したエヴェレスト盤 EVC9007 

 

6.   リヒャルト・ワーグナー：楽劇｢ラインの黄金」より 

         虹の架け橋～ワルハラ城への神々の入城（第 4 場）          11:55 

    ゲオルグ・ショルティ(指揮)ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 

    録音時期：1958 年 9 月-10 月  ウィーン、ゾフィエン・ザール   F28L-28057 

 

7.    オットリーノ・レスピーギ：「ローマの松」よりアッピア街道の松         5:22 

         アンタール・ドラティ(指揮)ミネソタ交響楽団 

     録音時期：1960 年 4 月    MERCURY LIVING PRESENCE   432 007-2 

 

8.    ベラ・バルトーク：弦楽のためのディヴェルティメント、Sz.113  

               第 1 楽章:アレグロ・ノン・トロッポ       9:36 

      ルドルフ・バルシャイ(指揮)モスクワ室内管弦楽団   DECCA   POCL-4538 

     録音時期：1962 年 7 月   Decca Studio3 West Hampstead, North London, 


